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１．研究計画の概要 
 
「かぐや」の重力データを高精度にする
ため、ＪＡＸＡ，国立天文台や海外局の
電波望遠鏡を使った衛星観測により軌
道決定を行い、月の高精度重力データを
取得する。そのために国立天文台の既存
の計算機システムを使い、VLBI データ
の相関処理を行い、衛星の位置を決定す
る。さらに「かぐや」搭載レーザ高度計
により詳細地形データを取得する。この
両者を合わせることで、これまでよりも
精度が ß 高いブーゲ重力異常分布を求め、
月地殻厚さマップを作成する。内部構造
の解析から月の二分性の起源を制約す
ることを目標とする。  
 
２．研究の進捗状況 
 本年度は、「かぐや」が月面に衝突し
た昨年度までに取得した、ドップラーお
よび VLBI 追跡データの解析を継続した。
とくに VLBI 観測データは、本経費で雇
用した研究員が主体となって、相関処理
を終えた基本観測（同一ビーム、スィッ
チング）期間の VLBI データを、重力場
モデルに取り込み、新たな重力場モデル
SGM100i を作成した。さらに本経費で
半年間雇用した、研究支援員により、単
独衛星データ、主衛星データ、国際基線
データなど、残っていた VLBI データの
相関処理を進めた。VLBI データを入れ
ない場合と比較すると軌道決定精度が
大きく向上して、低次重力場や潮汐ラブ
数の値などに改善が見られた。  
 また、球面調和関数のデータ解析にフ

ィルターを加えることで、特定地域につ
いて詳細な重力場モデルを取得できる
方法を確立して、南極エイトケン盆地に
適用した。  
 重力データと地形データから求めた
月地殻厚さデータから衝突盆地の内部
構造を解析した。月面で最も地殻厚さが
薄い場所であるモスクワの海は、多重リ
ング構造のずれを反映する地下構造が
存在していることがわかり、複数回の
別々の衝突により形成された可能性が
高いことが明らかになった。  
 南極エイトケン盆地の楕円型の構造
について、重力データを用いて検証を行
った。さらに盆地内部の小規模な衝突構
造について解析をすすめて、マントル物
質の露出のある衝突盆地では、モホ面の
盛り上がりが存在することを明らかに
した。南極エイトケン盆地の中心部にお
いても、25 キロメートルよりも厚い地
殻が存在して、マントル物質の大規模な
露出は考えにくい。これは、かぐやの分
光データとも調和的である。  
 
３．現在までの達成度 
当初の計画以上に進展している 
（理由） 
観測した VLBI データの処理はほぼ終えてお
り、VLBI データを含んだ重力場モデルも制
作、公開をしている。また、球面調和関数
のデータ解析にフィルターを加えるこ
とで、特定地域について詳細な重力場モ
デルを取得できる方法により、南極エイ
トケンなど重要地域の解析を進めた。  
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４．今後の研究の推進方策 
 相関処理は終えたが取り入れていない
VLBI データの重力場への追加を行い、重力場
モデルを改良する。地殻厚さモデルの改良を
行う。南極エイトケン盆地などの重要地域の
データ解析を進める。かぐやの他データ、と
くに画像や分光データとの共同解析を進め
る。そのため、今年度から、天文台研究員と
して、かぐや画像チームの研究者を雇用して
いる。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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